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通信手段の発展

狼煙（のろし）
遠方に視覚的記号を送る

飛脚、郵便
物理的な輸送

電信、電話
Samuel Finley Breese Morse

Alexander Graham Bell 
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モールス信号の例
さ：－・－・－
が：・－・・・・
だ：－・・・
い：・－
が：・－・・・・
く：・・・－
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デジタル化の利点

情報の記号化：音声、画像なども
情報の内容にかかわらず、同一手段で
送信できる

情報の劣化が起こらない
情報の補正が可能
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デジタル化の課題

データの欠損が発生した場合の対応
1 bitでも不足すると使えない

データエラーの検出方法
データエラーの訂正方法
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コミュニケーションの階層モデ
ル

意味・意図層 意味・意図層

形式層 形式層

感覚・知覚層 感覚・知覚層

物理媒体

通信
機器

通信
機器
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情報の量

コンピュータでは、情報は０と１の列
で表現：２進数

２進数一桁のデータ-→bit
8bit→1byte
ASCIIコード

数字やアルファベットを表現
7bit
128個が上限
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https://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/60ecse8t(v=vs.80).aspx


日本語のコード

従来使われてきた日本語コード
JIS、SJIS、EUC

2byte
上限256 × 256 = 65536

最近ではUTFが主流
2byte以上
http://www.unicode.org/charts/
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http://www.unicode.org/charts/


情報の単位

byte
1 kbyte = 210 byte =1024 byte
1 Mbyte = 1024 kbyte
1 Gbyte = 1024 Mbyte
1 Tbyte = 1024 Gbyte
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通信速度

bps (bit per second)
kbps =1024bps=210bps
Mbps =1024kbps=220bps
Gbps =1024bMps=230bps
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情報通信ネットワークのモデル

通信路
データが流れる媒体
電話線、イーサ-ケーブル、無線

交換機能
通信路を相互接続

通信プロトコル
通信の各段階における手順・約束
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電話の接続

交換機

0001 0022

ダイヤル

通話中は回線を占有
していることに注意
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